
事業所名：グローバルキッズパーク009_桜通り店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。職員同士のコミュニケーションの中でも行っています。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名：グローバルキッズパーク011_小山駅東店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。トイレの手順表を貼り、児童に分かりやすく視覚化しています。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。出入口付近と洗面所に消毒液を設置済。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。研修内容を全職員に共有しています。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。毎日児童の情報共有シートを作成しています。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク013_真岡東店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク017_中戸祭店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている バリアフリーの設備等はございませんが、必要に応じて職員がフォローを行っております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎営業日に清掃、消毒を行い、利用者様が心地よく過ごせる環境づくりに努めています。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 月に2回程スタッフ会議を実施して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。事業所全体で行っている評価の結果をもとに、改善すべき点について検討を行っております。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、月1回の研修動画視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、送迎時やお電話時等直接保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

発達支援を中心に、必要に応じて家族支援や地域支援も検討しております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 児童発達支援計画書に沿った支援を提供しております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。また新しい運動プログラムの検討も随時行っております。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況やご要望に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が職員によって異なるため常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に職員によって異なる為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて前回からの継続や別の支援内容にする等適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。必要に応じて応じて関係機関と連携を行いながら支援出来るよう体制を整えてまいります。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。必要に応じて関係機関との連携を取りながら情報共有や相互理解が図れるよう善処致します。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている
併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。必要に応じて関係機関との連携を取りながら情報共有や相互理解が図れるよう善処致しま
す。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携を行います。現在行っていない為、必要に応じて連携が取れるような体制を整えてまいります。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。現在行っていない為、機会がありましたら参加できるように致します。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。現在行っていない為、機会がありましたら参加出来るように致します。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、送迎時等、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご契約の際に説明させていただき、またご不明点に関しては送迎時やお電話にて随時ご説明させていただきます。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

示しながら支援内容の説明を行い、保護者様より計画の同意を得ております。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。現在行っていない為、機会がありましたら対応させていただきます。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。現在行っていない為、検討致します。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年に2回、活動の一環として消防訓練を行っております。また、避難場所まで直接行き、児童、職員共にどんな災害が起きても落ち着いて対応できるように心掛けております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握、安全に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 一覧表を作成し、スタッフが一目でわかるようにしております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、保護者様の了承を得て、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク018_今泉新町店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している お子様の状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク019_新間々田店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。必要に応じて、事業所内でも研修を行っていきます。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している 児童発達支援管理責任者をはじめお子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。どのような機関があるのかを把握し必要な場合にスムーズに連携が取れるようにしていきます。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。どのような機関があるのかを把握し必要な場合にスムーズに連携が取れるようにしていきます。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。送迎時などにも細かく伝えられるように児童の状況を職員間で共有していきます。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。児童がいる状況での訓練も行っていきます。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。児童がいる状況での訓練も行っていきます。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク021_新宮の内店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。コロナウイルス感染拡大防止の為、消毒の徹底を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 毎週曜日ごとに内容の違った個別療育、集団療育の活動を行っています。改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク027_ゆいの杜店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。定期的におもちゃなどの細かいものも消毒するようにしている。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。全員が話し合いに参加できる様改善いたします。参加が難しいときには情報共有が出来るようにいたします。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。個別療育など、個別の支援書を作成するように　しています。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。季節や行事など考慮し、活動を組み込むように　しています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。一覧にして、張り出しています。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

非
常
時
等
の
対
応

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク028_下栗店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

非
常
時
等
の
対
応

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク029_鶴田店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 至らない部分に関しては、職員が配慮する等して工夫しています。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日営業終了時に、清掃を行っております。 また、アルコール消毒の徹底を行っています。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している PDCAサイクルを試みてチームで業務改善を進めています。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている
アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。事業所全体で行っているアンケート結果をもとに業務改善に勤めています。また、保
護者様からのお声のもと改善にも勤めています。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。事業所のHPにて実地結果を公表しています。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。職員と話し合い、利用者のニーズに合った活動案を考えています。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、前日やその週の初めに常勤職員を中心に情報共有を行い会議録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時が異なるため、常勤職員を中心に情報共有を行い、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。また、翌日に話し合った内容の共有をしています。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。年に一度若葉園より見学・体験を行っています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。利用者様からのニーズがあれば、検討・実施していきます。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実施しております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している
職員同士でも共有し、把握に努めております。また、職員会議としててんかん等についての共有をする機会を設けました。今後もそういったお子様が増えてくると思いますので、定期的に話し合い共有していき
ます。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している
事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。他店でのインシデント報告も共有できるよう別ファイ
ルを作成し共有しています。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク031_新中戸祭店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク032_下高間木店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。児童にも分かり易い表示（手洗いやロッカー）を掲示して児童が利用しやすい環境を整えていきます。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。その日のうちに清掃が難しい場合は翌日の児童が来る前に行っています。 環境設定に関しても常勤・非常勤スタッフで小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して児童の様子であったり、業務内容について話し合いの場を設けています。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、モニタリングや送迎時での直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 実地調査での評価やご意見を元に改善に取り組んでいます。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、各児童の個別支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 活動案は、担当スタッフで話し合い、必要に応じて他の従業員や管理者にアドバイスをもらいながら立案を行なっています。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 曜日固定のプログラムはあるが、それ以外については、利用児童様がまんべんなく利用できるようにプログラムをランダムに配置しています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて個別支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、支援案を印刷し、非常勤スタッフも含めて活動開始前に共有できるようにしています。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、その日行った活動内容は一定期間ファイルングし、見返して振り返りできるようにしています。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている その日の活動内容等をメモをして保護者様に伝えられるようにしています。また、モニタリングの際は日々のケア記録やスタッフ会議で日々の様子ついて話したことを参考に次の目標を考えています。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している 6ヶ月以内にモニタリングをお行ない、お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 送迎等の際にお子様の様子をお伝えさせて頂いたり、電子記録を提供させて頂く等して共通理解が持てるように努めてます。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご契約の際に契約書、重要事項説明書を元に説明させていただき、ご不明点に関してしては随時ご説明させて頂いてます。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している 今後、開催等のご要望があれば、検討しできる限りご要望に添える様にしたいと思います。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。一覧表を作成し、おやつ提供時や昼食注文時に確認できるように工夫しています。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所でのヒヤリハット等も共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名：グローバルキッズパーク034_西茂呂店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク035_新さくら店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。土曜・祝日出勤できるスタッフの確保送迎担当職員の配置など

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃・消毒を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。粗大運動時などの動線の確保の工夫(限られたスペースでいかに有効な活動に繋げていくか)

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。毎日の利用者の目標を確認し、療育に臨んでいます。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。ボトムアップ型の研修内容の選定

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。OTPTSTを中心により専門性の高い活動となるよう工夫しています。OTPTSTの活躍の場面を増やしていく工夫

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



事業所名：グローバルキッズパーク037_鶴田店プラス

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。当日の利用状況によっては、近隣の店舗と連携をして、安全に過ごせる配置を整えていきます。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。また、聴覚過敏の児童もいるため、3部屋ある個室のうち真ん中の部屋は使わない様にして、隣の部屋の音が聞こえにくい様、配慮しております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている
毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。感染症予防のため、使った教材やおもちゃ、フロア内の消毒もしております。活動の妨げにならない様、最低限の掲示物
にしております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。新しいスタッフが入ると、話し合いだけでは、共有が難しいため、LINEや紙媒体も使って全員が振り返られる様にしております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。店舗独自で、専門のリハスタッフによる研修も行っております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った内容の小集団療育の支援を心掛けております

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。また、利用者の苦手なことにも楽しくチャレンジできる様アレンジを加えています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている グループ療育時の記録や、日々の様子、入室時の身支度、トイレ等の記録を取り、日々の療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。トイレトレーニングの支援方法なども、保育所等と連携をとって情報共有をしながら進めております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば保育所等訪問も活用しながら学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加し、研修内容を職員で共有しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている
こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。モニタリング等で、保護者の方の困りごとなどもお聞きし、専門のスタッフ
がお答えできる様な体制を整えております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 事業所内に一覧で貼りだしており、職員同士でも共有し、把握に努めております。てんかん等の対応法についても定期的に動画研修などを行っております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している インシデント報告書を些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク038_中今泉店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



事業所名：グローバルキッズパーク040_東城南店プラス

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している
アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。保護者が安心して相談できるように、日ごろからのコミュニケーションを大切にしており
ます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。季節に応じた行事を取り入れるように心がけています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。各マニュアルを、店舗内に提示しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク041_益子店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 初回のアセスメントを通じてしっかりと把握し、職員同士で共有しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク046_簗瀬店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク048_新並木店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名：グローバルキッズパーク049_加須店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 計画書に基づき必要に応じて職員がフォローを行なっております。要望を加味し構造化を意識した環境づくりを行っております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、開所・食事前後・閉所時等に清掃を行っております。 環境設定に関しても逐一情報の共有を行い最適化しています。こまめな消毒・換気をしっかり行ってまいります。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。また毎朝10~30分程度朝礼を行い情報共有を行い課題・改善に努めています。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、職員間・相談事業所等と連携して計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が回数や方法で設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。話し合いの中で活動の目的を明確に行い活動プログラムを立案しています。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 過去の活動プログラムを確認し、反省と酷似していなか職員で確認を行っています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。コミュニケーション能力、ソーシャルスキルトレーニング、学習等を個々の特性に応じた児童発達支援計画
を作成している。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している
出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、
電子ツールや口頭で共有を行っております。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて職員間で話し合われた内容をまとめ、見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。必要に応じて関係機関との連携を図っています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。連携する際、個人情報の提示が求められる場合が想定されるので、保護者様には、事前に許可を伺い行っています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 保護者様も含め情報の差異が無いように確認し、情報の共有・移行支援を行っています。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている
電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。日々の様子を電子連絡帳や口頭で詳しくお伝えして、保護者のご意見やご要望をお聞きして、より良
い支援つなげられるように努めています。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、逐一対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。コロナ禍により、保護者会を開催する事が困難であり、電子連絡帳で連絡を行っています。コロナウイルスが終息した場合、保護者会等行っていきます。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。ご相談がありました際には、事業所内で共有し、速やかに対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 毎年2回の訓練を実施しております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している
事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。ヒヤリハット事例集・予防策を職員間で共有し、再発
防止に努めています。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク051_ひたち野うしく店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

2022年度 児童発達支援自己評価結果（公示）
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事業所名：グローバルキッズパーク052_幸手店

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名：グローバルキッズパーク053_鶴田店ファン

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名：グローバルキッズパーク055_加須店プラス

サービス：児童発達支援

公開日：2023年2月10日

チェック項目 改善目標、工夫している点など

1 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 用途に合わせたフロアをご用意しております。

2 職員の配置数は適切である 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしています。

3 生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっている 毎日、清掃を行っております。 環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

6 保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげている アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者様のお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

7
事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し
ている

弊社のホームページ放課後等デイサービス・児童発達支援アンケート・自己評価にて公開してます。

8 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている 今後検討していきたいと思います。

9 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

10 アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している アセスメント用紙だけでなく、保護者様からのご意見やお子様の様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めてます。

11 子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用している アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

12
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 話し合いの上、活動プログラムを決定します。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしています。

16 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している 子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しています。

17 支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

18 支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めてます。

19 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている 個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

20 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断している お子様の状況や必要性に応じて適切な見直しを行ってます。

21 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画している お子様の状況をより理解している職員が参加出来るように努めてます。

22 母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

23 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援を行っている 必要に応じて適宜連携しています。

24 （医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 のある子ども等を支援している場合）  子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている ご要望に応じて、対応させていただいております。

25 移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

26 移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている 併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

27 他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている 必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

28 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、 障害のない子どもと活動する機会がある ご要望に応じて、対応させていただいております。

29 （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加している ご要望に応じて、対応させていただいております。

30 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている 電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

31 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っている こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

32 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

33
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ています。

34 定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

35 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している ご要望に応じて、対応させていただいております。

36 子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

37 定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信している 月ごとに活動予定を発信しています。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れてます。

39 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている 個々の状況に応じて配慮を行っております。

40 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している 毎年2回の訓練を実施しております。

42 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている 年の２回、活動の一環として実際に消防署の方をお招きする等の『消防訓練』を行なっております。

43 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している 職員同士でも共有し、把握に努めております。

44 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされている 職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

45 ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有してます。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えてます。

46 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

47 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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